
建築設計業務等の発注における担い手の育成及び確保への配慮の取組

○令和元年６月の「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の改正により、建築設計業務等を含
む「調査等」が同法の対象として位置づけられ、同法の理念の一つである公共工事の品質確保の担
い手の中長期的な育成及び確保に配慮した取組がこれまで以上に求められている。

○これを受け、各地域の実情や業務の性格等を踏まえ、各地方整備局営繕部の設計業務等の発注
において、必要に応じて担い手の育成及び確保に配慮した評価基準及び得点配分※を設定する試
行的取組を開始（令和元年７月～）。
※「建設コンサルタント業務等におけるプロポーザル方式及び総合評価落札方式の運用ガイドライン」（平成31年3月25日付け国営整第204号ほか）に標準的な
設定例等を示している。

東北地方整備局営繕部の取組例
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標準的な設定項目 担い手の育成・確保に配慮した設定項目

東北地方整備局営繕部では、一般競争総合評価落札方式（簡易型）で発注する改修設計・工事監理業務等において、
次の試行的取組を行っている。

・配置予定技術者に参加要件として同種又
は類似業務の実績を求める

・配置予定技術者の実績・成績に基づき加
点評価

（１）若手技術者を配置する
際の補助技術者の実績
評価

（２）同種又は類似業務実
績の評価における「携
わった立場」の係数の
見直し

（３）地域精通度の評価

・40歳以下の若手技術者については、実績が
なくても、別途実績のある補助技術者を配置
すれば、参加要件を満たすものとみなす

・若手技術者に代えて補助技術者の実績・成
績に基づき加点評価

・低い立場で携わった過去の実績は、係数
で低減して評価
（例）管理技術者として配置予定の者
・主任担当技術者の立場
での実績： 0.5倍
・担当技術者の立場
での実績： 0.25倍

・低い立場で携わった過去の実績について、従
来より高く評価
（例）管理技術者として配置予定の者
・主任担当技術者の立場
での実績： 0.5倍→1.0倍
・担当技術者の立場
での実績： 0.25倍→0.5倍

・対象建築物の所在地と同一の地域内におけ
る同種又は類似業務の実績を加点評価

（評価せず）


